
  

聖書を読み、福音に生きる 

 

今年 120周年を迎えた聖学院ですが、大学においては、毎年 10月 31日を創立記

念日にしています。それは、宗教改革者マルティン・ルターによる宗教改革が始まった日

でもあります。 

そのルターは次のように言ったと伝えられています。 

 

聖書はどんなに読んでも読みすぎることはない。 

読むことがらを、どんなに念入りに読んでも念入りすぎることはない。 

念入りに読んだことがらを、どんなによく理解しても理解しすぎることはない。 

理解したことがらを、どんなによく教えても教えすぎることはない。 

そして、教えることがらを、どんなによく生きても生きすぎることはない。 

 

これほどまでに、聖書には汲めども尽きぬ泉のような奥深さがあるということでしょう。 

しかし、その魅力をほんとうに知るためには助け手が必要です。「使徒言行録」第 8 章

には、預言者イザヤの書を朗読していたエチオピアの高官が「手引きしてくれる人がなけ

れば、どうして分かりましょう」と困り果てて教えを乞うたのに応えて、イエスさまの弟子フィ

リポが聖書を解き明かし、高官がその場で洗礼を受けたことが記されています。 

この聖学院大学には、そのような助け手がたくさんいますから、ぜひ何でも尋ねてみて

ください。また、キリスト教関連の授業、そして礼拝において共に祈りを合わせつつ聖書の

御言葉を読み味わうことが欠かせない助けとなります。そのような機会をどうか大切にし

てください。そして、聖書に記されている「神の子イエス・キリストの福音」（マルコによる福

音書 1：1）に生かされる新しい人生の扉を開いていただきたいと願います。 

                           （人文学部チャプレン 柳田 洋夫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ チャペルでの全学礼拝時には以下について 

           ご協力をお願いいたします ★ 
 

＊ マスクの着用 

＊ 席は詰めすぎずに着席 

＊ 起立での讃美歌の歌唱、主の祈りの唱和 
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神を仰ぎ 人に仕う 

 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
い だ

したまえ 

国とちからと栄えとは  

限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

毎週木曜日 18 時 40 分～19 時 40 分、 緑聖ホールＣ室にて行っておりま
す。どなたでも自由にご参加ください。 
      

 

わたしたちは知っているのです、苦難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を

生むということを。           （ローマの信徒への手紙 第5章3～4節） 

 
 

 
 全学礼拝は火曜日～金曜日です。秋学期の月に 1度のチャペルでの対面礼拝

週間は 14時 40分～15時 10分で行われます。それ以外は、昨年度に引き続

きキリスト教センターホームページでの文書礼拝配信となります。 



11月 8日（水） 菊地  順先生 （政治経済学科特任教授） 

11月 9日（木） 金谷 京子先生 （聖学院大学名誉教授） 

11月 10日（金） 相川 徳孝先生 （子ども教育学科特任教授） 

11月 21日（火） 内藤 みち先生 （政治経済学科特任講師） 

11月 22日（水）【点火祭での対面礼拝】洛雲海チャプレン（政治経済学部特任チャプレン） 

11月 23日（木） 大坪 園子先生 （日本キリスト教団熊谷教会副牧師、本学講師） 

11月 24日（金） 熊江 秀一先生 （日本キリスト教団大宮教会牧師） 

11月 28日（火） 宮本  悟先生 （政治経済学科教授）          

11月 29日（水） 松田 頼子職員 （教育支援課） 

11月 30日（木） 吉田 純子職員 （キリスト教センター事務室） 

12月 1日（金） 吉岡 光人先生 （日本キリスト教団吉祥寺教会牧師、本学講師） 
 

次回のChapel News 発行日は、12月 1日（金）です。 

 

今年もイエス・キリストの誕生を祝う

クリスマスの季節がやって来ました。 

その最初の祭典が点火祭。ともに

「光」のおとずれを喜び祝いましょう。 
 
＜メッセージ＞  
「クリスマスツリーと救済史」 
 

洛
ナ

雲海
グ ネ

チャプレン 
（政治経済学部特任チャプレン） 
 
 
〈場所〉 南キャンパス図書館棟前 
 
※詳細は後日 UNIPA にてご案内します。 

文書礼拝配信は、キリスト教センターのホームページからアクセスできます。 

 
聖学院キリスト教センター 
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奨励者 山口 博 

  （聖学院院長・キリスト教センター所長） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏   

讃美歌 217番 1、2節 

聖 書 コリントの信徒への手紙一 

9章 19～23節（新約 P.311） 

祈 祷            

奨 励 「何とかして何人かでも」 

祈 祷  

讃美歌 217番 3節 

主の祈り  

後 奏         

 

１１月 14日（火） 
 

Seigakuin University CHAPEL NEWS  2023.11.14-17 
「一人を愛し、一人を育む。」 

今 後 の 全 学 礼 拝 （ 文書 ） 奨 励 者 の ご 案 内 

奨励者 柳田 洋夫 

 （人文学部チャプレン） 

司会者 木村 太郎 

奏楽者 山田 志帆 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 270番 1、2節 

聖 書 イザヤ書 55章 1～3節 

              （旧約 P.1152） 

祈 祷       

奨 励 「改革者カルヴァン―魂の渇き」 

祈 祷  

讃美歌 270番 3、4節 

主の祈り 

後 奏         
 
 

１１月 15日（水） 
 

 

奨励者 木村 太郎 

（心理福祉学部兼人間福祉学部チャプレン） 

司会者 洛
ナ

雲海
グ ネ

 

奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 501番 1、2節 

聖 書 コリントの信徒への手紙二 

4章 18節（新約 P.330） 

祈 祷 

奨 励 「見えないものに目を注ぐ」 

祈 祷  

讃美歌 501番 3節 

主の祈り 

後 奏         

 

１１月１6日（木） 
 

奨励者 北田 翔太郎 

   （東京神学大学神学生） 

司会者 山口 博 

奏楽者 冨岡 真奈 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 453番 1、2節 

聖 書  ヨハネによる福音書 

20章 24-29節（新約 P.210） 

祈 祷        

奨 励  「キリストが出会いに来られる」 

祈 祷  

讃美歌 453番 3節 

主の祈り 

後 奏         

 

１１月１7日（金） 
 

 
☆ クリスマスツリー点火祭のご案内 〈11月 22日（水）〉 16：40～17：10 ☆ 

場所：図書館棟前 （雨天時：チャペル） 


